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＜連絡先＞ 横井裕一郎：〒         札幌市中央区南 条西  丁目 札幌医大大学院保健医療学研究科理学療法学・作業療法学専攻
目的：痙直型脳性麻痺 足関節底屈筋群 対                   (以下   )  用 ､ 筋緊張 特
徴､ 年齢､ 粗大運動機能  関係 明       ｡
対象 方法：脳性麻痺 両側性麻痺  名 (  才未満  名､   才以上  名､ 平均年齢   ±   才)  対      測定  ｡     背臥位､ 股・膝関節  °屈曲 測定 ､ 背屈方向      早 動        時 角度  ､          最大背屈位  動   角度   測定 ､   －   
算出  ｡   粗大運動機能                                  (以下     ) 評価  ｡
結果：  才未満群   才以上群  比較  ､            才以上群 方 有意 低下    ｡ 年齢     相関 ､   ､        有意 負 相関 認    ｡           相関 ､ 年齢 制御
変数   偏相関分析 行  結果､   ､    有意 正 相関 認    ｡
結論：痙直型脳性麻痺 筋緊張 ､ 加齢    非反射性要素 強   ､ 反射性要素 変化     ｡  粗大運動機能 良好   ､ 反射性要素 非反射性要素 強      示唆   ｡     ：脳性麻痺､                 (   )､ 足関節底屈筋群､ 痙縮､ 拘縮                                                                                                                                                                               , )             )            )                    )           ) )                                                   )                                                                     )                                                                     )                                                            )                                                                                                                                                                                               (   )                                                (  )                                                                           (                                            ±           )                   °                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                             ：                             (   )                                         .        .      (    )
原 著
       
脳性麻痺 厚生省脳性麻痺研究会議 (昭和  年)     ､ ｢受胎  新生児期 (生後 週以内)      生  
脳 非進行性病変     ､ 永続的 ､    変化   運動及 姿勢 異常   ｣  定義     ｡   脳
性麻痺 中  ､ 脳 病変 上位運動     障害 場
合  ､ 筋緊張亢進状態   痙縮､ 原始反射 残存    障害 見   ｡   脳性麻痺 筋緊張 ､ 発達 段階 ､ 痙縮 筋 短縮 拘縮    運動器系 障害 加  ､ 痙縮 拘縮 混在  状態    )｡  筋緊張亢進状態   痙縮 ､ ｢伸張反射 亢進 
結果 生  ､ 筋伸張速度 依存  受動運動 対  抵
抗 増大 主     ｣  ) 定義  ､ 筋 収縮要素 
含   反射性要素   抵抗      ｡ 同様 拘縮  ｢関節 構成  軟部組織 可動性低下     ｣  ) 定義  ､ ①皮膚性､ ②結合組織性､ ③筋性､ ④神経性､
⑤関節性 拘縮   非反射性要素   抵抗       )｡    筋緊張亢進状態､ 痙縮 評価指標  ､                   (以下      )  臨床・研究 使用     ｡     簡便 評価法       ､
筋 伸張速度 他動運動 範囲 明確   ｡ 従  ､ 広 受 入      痙縮 定義   ､ ｢速度依存性       動  伴 伸張反射 増加｣  ) 反映     ､ 痙縮測定法   捉      問題    指摘      )｡    対          考案            ､                  ) (以下      )  ､     四肢 関節・筋 対  ､ 速度 変  他動的 伸張 ､
筋緊張 反射性要素 非反射性要素 分  評価     臨床・研究 近年､ 注目     ｡     )  ｢     早 速度｣ (以下     )  筋 伸張 行 ､ 最初  ｢      (     )｣  生  角度        ｡   速度依存性   反射性要素､           現象 同様   ､ 痙縮 意味        ｡   
｢            速度｣ (以下     )  筋 伸張  時 角度        ｡    非反射性要


















部位 両側性麻痺 (両麻痺・四肢麻痺)    ｡ 対象人数   名 (合計  肢)､ 平均   ±   才 (  ～   才)     ｡ 年代内訳   才未満群  名､   才以上群  名    ｡ 粗大運動能力分類      ) (                                 ､ 以下        )    運動機
能 内訳 ､    Ⅰ： 名､    Ⅱ： 名､    Ⅲ：  名､    Ⅳ：  名､    Ⅴ： 名    ｡
対象者 取 込 基準 ､ 脳性麻痺 確定診断      ､ 身体 左右両側性 麻痺 有    ､ 筋緊張     痙直型   足関節底屈筋 筋緊張亢進 見     ､ 心身機能 変動   障害 安定      ､ 研
究者 保護者 説明 理解   知的    研究 承諾      ､ 研究時点    月以内 筋骨格系 外科
手術､      筋毒素治療 実施           ｡ 除外基準 筋緊張 亢進､ 股関節・膝関節 拘縮 原







横井裕一郎､ 小塚直樹､ 土岐   ､ 松山敏勝､ 石合純夫
―  ―
           )    開発   後､ 関節可動域
(            ､ 以下      )  項目 加  改変   ｡     筋 伸張速度 (               ､ 以下    )  変     ､   抵抗感       出現   段階 質的評価                       ､     量的評価  方法    ｡ 今回         測定  方法 使用  ｡       測定 ､ ①    足関節底屈方向  背屈
方向 動  ､ 足関節底屈筋群 伸張  際      
時点 角度  ､ ②    足関節底屈方向  背屈方向 





被験者 筋緊張 影響 与  要因 少    配慮   ､ 静  部屋 行 ､ 頭部 正中位､ 上肢        体側 位置       ｡   測定時間 ､ 筋緊





定 際  国際標準規格角度計 (     社製)  使用 ､ °単位 計測 行   (図 )｡





左図   (素早 伸張)､ 右図   (    伸張    )    ｡   時 足関節角度 測定  ｡
図  国際標準規格角度計 (     社製)
 対   名 理学療法士 実施     ､ 検者内信頼










日 月齢   ｡ ) 解 析 方 法




年齢     関係 ､     正規性 検定          検定 行 ､ 年齢 正規分布         ､         順位相関係数 使用  ｡           関
係 年齢 制御変数   偏相関分析 行 ､ 偏相関係数 算出    )｡   有意水準 危険率 ％未満  ､ 統計
処理            使用  ｡
結 果 ) 全対象者    (表 )   平均    ±   °､    平均    ±   °､       平均    ±   °    ｡ )   才未満群   才以上群     比較 (表 )  才未満群    平均    ±   °､    平均    ±   °､       平均    ±   °    ｡   才以上群    平均    ±   °､    平均   ±   °､       平
均    ±  °    ｡   才未満群   才以上群     比較  結果､     ＝    有意 差 認       ｡     ＝   ､        ＝      ､ 有意 差 認     ( ＜   )｡   平均値 差 ､        °､           °    ｡ ) 年齢     関係 (図 ､ 図 )
年齢 正規分布       ､          順位相関係
数 使用  ｡ 年齢          有意 相関 認       ｡ 年齢    ρ＝    ( ＝   )  有意 相関 認    ｡   年齢       ρ＝    ( ＝   ) 有意 相関 認    ｡




※､ ※※ 間 有意差  (     )全対象者 ( ＝  )    (°)              ±       ±       ±     才未満群 ( ＝  )    ±       ±   ※    ±   ※※  才以上群 ( ＝  )    ±      ±   ※    ±  ※※
図  全対象者 年齢 (月齢)     散布図
 )           関係
対象者          ､    Ⅰ： 名､    Ⅱ： 名､    Ⅲ：  名､    Ⅳ：  名､    Ⅴ： 名    ｡        ､   ､       関係 ､          偏
相関係数ρ    (     )  有意 相関 認    ｡         偏相関係数ρ    (     ) 有意 相関 認    ｡                  (     )  有意 相関 認       ｡
考 察
今回 研究  痙直型脳性麻痺 足関節底屈筋群 対  ､ 測定肢位 背臥位､ 股・膝関節屈曲  °      用  筋緊張 評価  ｡        年齢・粗大運動機能  関係 横断的 検討  ｡ . 全対象者､   才未満群   才以上群    ､ 年齢     関係    
全対象者       才未満群   才以上群 分  比較   ､     有意 差 認    ､       °､          ° 有意 差 認    ｡   結果   才以上群 有意 非反射性要素 強      示唆    ｡   年齢     関係  ､ 年齢     ρ＝    ､        ρ＝     負 相関 認    ｡ 一方    有意 相関 認       ｡   結果  発達・加齢   足関節底屈筋群 筋緊張亢進 ､ 非反射性要素 変化      示唆   ｡  二  研究結果  ､ 痙直型脳性麻痺 足関節底屈




節構成要素 変化      意味    ｡ 以上     ､ 脳性麻痺 非反射性要素 変化 ､ 痙縮 拘縮 混
在  障害特徴 対  加齢要因 加  ､ 形成        考    ｡





伸張反射 神経回路状態及 伸張反射速度 変化 認        考    ｡ .           関係          間 ρ    ､     間 ρ       ､ 有意 弱 相関相関 認    ｡ 一方､             間  相関 認       ｡   結果 ､ 粗
大運動機能 障害 軽度   反射性要素 非反射性要素 強   ､   障害 重度   反射性要素 非反射性








能 人 ､ 下肢 屈曲姿勢 多 ､ 二関節筋   腓腹筋 弛緩  筋 張力 低下    ､ 足関節背屈位 多      非反射性要素 低下､    足関節背屈 固定
化      考    ｡   先行研究 中  ､ 今回 結果 異  報告 見   ｡ 例  新田  報告  )    ､ 成人脳性麻痺者
脳性麻痺 足関節底屈筋群 対                     筋緊張評価 発達・加齢､ 粗大運動機能 関係
―  ―




管障害 頭部外傷 対象   研究  )  ､ 痙縮 起因  関節 不動 関節可動域 制限      報告    ｡    非反射性要素 関節 不動    強   述    ､ 今回 結果  異     ｡    ､ 今回 
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